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鹿嶋中継施設可燃ごみ運搬業務委託 

鹿島地方事務組合 

 

要求水準書に関する質問回答書 

令和６年２月 15 日 
 

No. 頁など 質 問 項 目 回 答  

１ 
１頁 

(４)業務期間 

令和６年 4 月 15 日から予定して

いる準備期間の運搬日数及び運搬

台数の計画を教えていただきた

い。 

準備期間中の予定は以下のとおり

です。 

運搬日数：14 日 

(4/15～5/21 までの期間中) 

運搬台数：合計 188 台 

     最大 14 台/1 日 

※車両は７台２往復にて想定 

しています 

2 
１頁 

(４)業務期間 

令和６年４月１日から予定する運

転教育の対象者及び教育日数を教

えていただきたい。 

 

運転教育の予定は以下のとおりで

す。 

対象者：責任者及びドライバー 

教育日数：１日 

※4/15 から予定している実負荷試運

転前にドライバーに実際に操作して

いただきます。 

3 
１頁 

(４)業務期間 

運転教育について、責任者が受け

た後、責任者からドライバーに説

明すればよいか。 

基本的に，責任者とドライバー全員

を想定しておりますが，責任者のみ

が受講し，ドライバーへ説明すると

いう形でも問題ありません。 

 

4 
５頁 

1.組織体制 

現場責任者はドライバー以外で常

駐が必要か。または、ドライバー

兼任でもよいか。 

現場責任者はドライバー兼任とし

て良いものとします。 

5 
５頁 

1.組織体制 

ドライバーは休日を考慮すると８

人必要になるが、通常は６人と

し、休日要員＋１名の７人体制で

よいか。 

体制における人員数は事業者の提

案とします。 
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6 
５頁 

(１)提案図書 

事業費内訳について、車両の自動

車税は組合の負担と考えてよい

か。 

自動車税は組合の負担とします。 

※車両の所有者は組合となり，地

方公共団体のため，自動車税は非

課税となります。 

7 
５頁 

(１)提案図書 

令和６年度車両保険費は 4/1 以降

から支払うものと考えてよいか。 

車両保険費は運搬委託期間開始日

である令和６年７月１日から支払

うものとお考えください。 

8 
6 頁 

1.搬出車両 

事業者負担について、「自動車任

意保険、車検、重量税、自賠責保

険、法定点検について事業者の負

担」としており、また、運搬事業

者は「一般貨物自動車運送業の許

可を取得すること。」と記載があ

ることから、貸与された車両の車

検証は事業用とし、使用者欄に事

業者名が記載されるとの認識で誤

りはないか。 

 

車両は組合名義の自家用車として

貸与します。 

 


